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:>afety btandards for し onstiiuction of Hot Presses 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 熱 板の 長辺の 長さ 1800mm 以上， 短 辺の 長さ 900mm 以上の ホッ ト プレス ひ） （口一 ダァ 
ンロ一 ダを 含む。） の 安全 構造， 取扱説明書， 検査 票 及び 表示に ついて 規定す る。 

注 ひ） JIS B 0114( 木材 加工 機械の 名称に 閧 する 用語） を 参照。 

2. 用語の 意味 この 規格で 用いる 主な 用語の 意味 は， 次に よる。 

(1) 揷 入用 プ ッシャ ローダ ケージの 工作物 をホッ ト プレスの 所定 位置まで 挿入す る 装置。 

(2) 位置 決め 及び 押出し 用プ ッシャ 揷 入用 プッ シャで 所定 位置まで 送られた 工作物 をホッ ト プレスの 熱 板 上 
の 定位置 ま で 押 し 進めて 圧締 し た 後， 工作物 を アン 口一 ダケ 一 ジに 移動させる 装置。 

(3) プーラ 工作物 を アン ローダ ケージの 定位置まで 引き出す 装置。 

(4) インター ロック 機械 • 装置 を 安全， かつ， 効率的に 作動させる ため， 各 装置 間の 動き を 規制す る 機構。 

(5) 機 側 停止 スィッチ 運転 操作盤 以外の 機械. 装置から 近い 位置に 設ける 安全 スィッチ。 

3. 安全 構造 

3.1 運転 操作盤の 設置 位置 運転 操作盤 は， 作業 者が その 前後 工程 を 十分に 見渡す ことができ， かつ， 作業に 適し 
た 安全な 位置に 設置され ていなければ ならない。 
3.2 操作 用 押しボタン 操作 用 押しボタン は， 次に よる。 

(1) 作業 者が その 作業 位置 を 離れる ことなく， 容易に 操作で きる 位置に 備えられ ている こと。 

(2) 容易に 操作で きる もので， 接触， 振動な どに よって 不意に 作動す るお それがない ものである こと。 

(3) 操作 中で ある こと を 示す 表示 装置 力 備えられ ている こと。 
3.3 非常用 動力 遮断 装置 非常用 動力 遮断 装置 は， 次に よる。 

(1) 非常用 動力 遮断 押しボタン は， 非常時に 作業 者が その 作業 位置 を 離れる ことなく， 容易に 操作で きる 位置 
に 備えられ ている こと。 

(2) 押しボタン は， 赤色で， かつ， 突 頭 形の ものである こと。 

(3) 押しボタン を 操作 中で あ る こと を 示す ラ ンプな どが 備え られ ている こと。 
3.4 始動 回路 始動 回路 は， 次に よる。 

( 1 ) 停電 時 又は 駆動 用 電源 を開路 にした 場合， 自動的に 開の 状態 を 維持す る こ と がで きる も ので ある こと。 

( 2 ) 停電の 復元 後， 又は 駆動 用 電源 を 閉路に した 場合， 自動的に 機械' 装置が 再 始動す る こと を 防止す るた め 
に 開の 状態 を 維持す る こと がで きる ものである こと。 

3.5 インター ロック インター ロック は， 次に よる。 

(1) 挿入 用プ ッシャ は， 次の 状態に 限り， 工作物 を 熱 板に 供給す る ことができる ものである こと。 

(a) 可動 定 盤が 下降 限に ある。 

(b) ローダ ケージが 口一 ダ から 熱 板へ 工作物 を揷 入す る と きの 定位置に ある。 



引用 規格 ： J1S B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 
関連 規格 ： JIS B 6507 木材 加工 機械の 安全 通則 
JIS B 6548 ホッ ト プレス 



2 

B 6609- 1983 

(c) 自動 運転の 場合， 揷 入用 プッ シャは 工作物 を クランプ している こと。 
( d ) 位置 決め 及び 押出 し用プ ッシャ が 後退 途中の 安全 位置 ま で 戻つ ている。 

(2) 位置 決め 及び 押出し 用プ ッシャ は， 次の 状態に 限り， 工作物 を 熱 板 上の 定位置に 移動させる ことができる 
ものである こと。 

(a) 可動 定 盤が 下降 限に ある。 

(b) 工作物が 熱 板 上の 揷入 途中の 安全 位置に 達して いる。 

(3) ホット プレス は， 次の 状態に 限り， 自動的に 上昇させる ことができる ものである こと。 

(a) 位置 決め 及び 押出し 用プ ッシャ が 後退 途 中の 安全 位置 まで 戻って いる。 

(b) 工作物が 熱 板 上の 定位置に ある。 

(4) ローダ ケージ は， 工作物が 熱 板 上の 揷入 途中の 安全 位置に 達する と 自動的に 下降させる ことができ る もの 
である こと。 

(5) 位置 決め 及び 押出し 用プッ シャ は， 次の 状態に 限り， 工作物 を 熱 板から 押し出す ことができる ものである 

(a) 可動 定 盤が 下降 限に ある。 

(b) アン ローダ ケージが 上昇 限に ある。 

(6) アン ローダ ケージ は， 次の 状態に 限り， 自動的に 下降す る ことができる ものである こと。 
( a ) 工作物が ァ ンロ一 ダ 上の 定位置 にある。 

( b ) プ一ラ が 後退 途中の 安全 位置 ま で 戻って い る 。 
( C ) 工作物が ァ ン ロー ダの取 出 し コ ンべャ か ら 取り出され ている 。 
3.6 機 側 停止 スィッチ 機 側 停止 スィッチ は， 次に よる。 

(X) 災害のお それが ある 場所への 立 入りな どのた め， 運転 操作盤に よる 作動 を 停止させる ことので きる 機 側 停 
止 スィッチ を 設ける こと。 

(2) スィッチ は， キー 付き， ロック 式な どで 容易に 復帰し ない ものである こと。 

(3) スィ ツチが 作動 中で ある こと を 示す ランプな ど 力 M 蓆 えられて いる こと。 

3.7 回転 部分の 覆い 歯車， プーリ， ベルトな どで， 運転 中に 接触に よって 卷き 込む おそれの ある 部分に は， 覆い 
を 設けなければ ならない。 

3,8 高温 部分の 覆い 蒸気 供給 管， ド レン 排出 管な どで 接触す るお それが ある 高温 部分に は， 覆い を 設けなければ 
ならない。 

3.9 油圧 駆動 部の 停止 停電， 操作 回路 遮断な どの 場合， 各 油圧 駆動 部 は 停止し， かつ， その 位置 を 維持す る こと 
がで きる もので なければ ならない。 

3.10 可動 定盤 及び ケージの 下降 防止 シ リンダ パッ キンの 交換， ピット 内の 清掃 等 を 行う 場合， 可動 定盤 又は 
ケージ カズ 不意に 下降す る こ と を 防止す るた めの 装置 を 備える こと 力 S 望ま しい。 

3.11 作業 床 点検， 調整な ど を 行うた め， 上部 周辺に 手すりな ど を 備えた 作業 床と 安全に 昇降で きる 設備 を設 
けなければ ならない。 ただし， ホット プレス 単体で， 床 面からの 高さが. 3. 5m 以下の もの は， この 限りで ない。 

4. 取扱説明書 ホット プレスに は， 取扱説明書 を 添付し， 形式 • 仕様 • 構造 •：!： 具 • 操作 • 保全' 点検' 整備 '据 
付け • その他 安全 上の 留意 事項な ど 安全 確保に 必要な 事項に ついて 記載す る。 

5. 検査 票 ホット プレスに は， 安全に 関する 検査 票 (検査 項目と その 結果） を 添付す る。 

6. 表示 ホット プレスに は， 見やす い 箇所に 容易に 消えない 方法で， 次の 事項 を 表示す る。 

(1) 製造業 者 名 

(2) 製造 年月 及び 製造番号 
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(3) 形式 

(4) 熱 板の 大きさ， 段 数 及び 熱 板 間隔 

(5) 総 圧縮 力 

(6) その他 安全 上， 特に 必要な 事項 
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